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令和４年度 第１回逗子市子ども・子育て会議 会議録 

 

１．日時 令和４年５月 16日(月) 15時 から  16時 30分 

 

２．開催場所 逗子市体験学習施設スマイル アトリエ 

 

３．出席者 

（１） 委員（名簿順）  

隈部委員、前島委員、石井委員、中島委員、飯野委員、森委員 

横地委員、寳川委員、妹尾委員               以上９名  

（２） 事務局 

村松教育部長、島貫教育次長（兼子育て支援課長事務取扱）、村上保育課長 

子育て支援課（坂本副主幹、大野係長、牧野主事） 

 

４．欠席者 

角田委員、小関委員、広田委員、柴田委員、杦山委員 

 

５．開催形態 公開（傍聴者 １名） 

 

６．議題 

（１）【報告】子ども・子育て支援施策の実績報告書（令和３年度分）について 

（２）【議題】逗子市子ども・子育て支援事業計画事業進行管理に関する意見聴取について 

（３）【議題】逗子市総合計画基本構想改定及び中期実施計画策定方針について 

（４）その他 

 

７．配布資料  

・ 会議次第 

・ 出席者名簿 

① 進行管理資料  

② 子ども・子育て支援施策の実績報告書（令和３年度分）への意見・質問票 

③ 子ども子育て支援計画】R4事業進行管理表、進捗管理説明資料 

④ 逗子市子ども・子育て支援事業計画進行管理意見表 

⑤ 逗子市総合計画基本構想改定及び中期実施計画策定方針 
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⑥【調書１】基本構想の見直しに係る調書（第１節） 

⑦ 基本構想の見直しに係る調書に係る意見等について 

 

８．議事概要 

 

（１） 開会  

 ・４月１日付の人事異動により、妹尾鎌倉三浦地域児童相談所長が本会委員として就任 

・委員 14名中９名出席 

「逗子市子ども・子育て会議条例」第５条第２項の規定基づき、会議が成立していることを報告 

・会議録署名委員 会長、１番隈部委員、９番森委員 

 

（２） 議題 

ア【報告】子ども・子育て支援施策の実績報告書（令和３年度分）について 

冒頭で事務局より、報告事項に質問・意見があればこの場に限らず、質問票に記入して５月 23

日までに記載し提出されたい旨を提案し了承された。続けて、令和３年度中の子ども・子育て支

援施策の実績を報告。（説明省略） 

【飯野委員】 

トワイライトステイとは何か。 

【事務局(島貫次長)】  

トワイライトステイとは、保護者が、仕事その他の理由により平日の夜間または休日に不在と

なり、家庭において児童を養育することが困難となった場合その他緊急の場合において、その児

童を児童養護施設等で保護し、生活指導、食事の提供を行う事業である。 

【飯野委員】 

以前、市民から日をまたぐようなサポートはないのかと質問されたことがあり、トワイライト

ステイがそのことかと思い、質問した。 

【妹尾委員】 

    ３点質問。 

①  子育て支援センターについて、地域子育て支援拠点事業における相談数が記載されてい

るが、相談の内容にはどのようなものがあったか知りたい。 

②  乳児家庭全戸訪問事業の状況について、量の見込は平成 30 年度の実績を基にしている

が、令和２年・３年ともにこの見込数を上回っている。努力の賜物だと思うが、実際、ど

ういった働きかけをしたことによって実績が伸びたのか、内容を知りたい。 

③  子育て短期支援事業（ショートステイ）の状況について、現状実績はなく、必要性に応

じて実施するとあるが、「必要性」とはどういう状況を想定しているのか知りたい。児童

を児童相談所に預けたがらない人も多く、緊急事態の時に利用できるものなのか教えてほ

しい。 

【事務局(坂本副主幹)】 

 ３点回答。  
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①  地域子育て支援拠点事業における相談は、コロナ禍の中、育児に関する相談ではあるも

のの、子どもと２人だけの環境から、大人との他愛のない会話を交わすだけでも、その煮

詰まりを回避できるといった、育児という括りではあるが、そのような相談を電話や、対

面では利用時間の制限のある中で行った。 

②  乳児家庭全戸訪問事業では、新生児のいる家庭に対してアプローチを試みるも、新型コ

ロナウイルス感染症を理由としたもの、あるいは対象児童が第２子以降であることなどか

ら、訪問を断られることにより 100％の訪問にはなっていない。 

③  子育て短期支援事業は、対象となるべき児童がいなかった。 

【石井委員】 

去年、第２子を出産したが、保健師等の訪問の際、下の子についての相談よりも、上の子との

関わり方をどうすればいいか悩んでいた。保健師等の訪問時に、上の子がその場にいると話しづ

らいことがある場合や、上の子が騒いで相談どころではないといった場合もあるので、上の子を

預けるなどして、大人だけで話せるような時間を作れるとよいと思う。 

【飯野委員】 

民生委員も「えがおサポート」で個別訪問を行っている。２名で訪問することもあり、確かに

大人だけで話ができるようにすることは大事だと思った。参考にする。 

イ【議題】逗子市子ども・子育て支援事業計画事業進行管理に関する意見聴取について 

冒頭で事務局より、議事事項に質問・意見があればこの場に限らず、質問票に記入して５月

23日までに記載し、提出されたい旨を提案し了承された。続けて、逗子市子ども・子育て支

援事業計画事業進行管理に関し、逗子市子ども・子育てネットワーク構築事業、体験学習施設

講座等事業、子育て支援センター運営事業、妊産婦・乳児訪問事業、子ども相談室運営事業、

ファミリーサポートセンター運営事業の各事業について提案。（説明省略） 

【寳川議長】 

     各事業について、何か質問や意見はないか。 

【妹尾委員】 

子育てネットワーク構築事業について、子育てポータルサイト「えがお」を見たが、コンテン

ツが充実しており、かつ分かりやすくまとまっていて、いいサイトだと思った。そのため、事業

の進捗状況をアクセス数だけで判断するのは少々もったいないと感じた。 

【横地委員】 

           新型コロナウイルスの影響でポータルサイトへのアクセスが減ったとあるが、自宅にいる時間

が増えたことから、スマホで調べものをする機会はむしろ増えたように感じる。サイトの見やす

さなどよりも、行事の開催状況等を調べる人が他のコンテンツにも興味を持ってもらえるような

内容にすることを検討していくべきだと思う。 

【石井委員】 

     最近はインスタグラムなどインターネットサイト以外の媒体が情報源の人も増えており、ポー

タルサイトやフェイスブックをそもそも情報源としていない人も多くいるように感じた。 

【隈部委員】 

確かに子育ての情報などは他メディアでも得ることができるが、私自身はポータルサイトを利

用しており、市内の保育園などの子育て情報が最もよくまとまっているのはやはりこのポータ

ルサイトだと思う。 

【寳川議長】 



4  

  

他に何か質問や意見はないか。 

【横地委員】 

ファミリーサポートセンター運営事業について、目標達成が会員数で判断されているが、会員

数だけでなく、ファミリーサポートセンターが会員にどれだけ利用されたか等の数値以外の部

分は目標達成の判断基準になっていないという認識でよいか。 

【事務局（島貫次長）】 

       進捗状況を判断する上での目標は会員数が設定されている。ご指摘の利用状況については別途

報告をする。 

【横地議員】 

ファミリーサポートセンター事業のニーズ等の数値では表せない部分がどう目標に影響するか

知りたかった。 

【隈部委員】 

 現状、数値目標で判断されているが、「より利用しやすくする」といった数値以外の目標を盛り

込むことのできるタイミングはあるのか。 

【事務局（島貫次長）】 

      目標設定は数値目標で統一されており、現状、これを変えることはできないが、今後、令和５

年から始まる新たな中期計画を策定する際に、こうした観点をもって検討することは可能であ

る。 

ウ【議題】逗子市総合計画基本構想改定及び中期実施計画策定方針について 

冒頭で事務局より、議事事項に質問・意見があればこの場に限らず、質問票に記入して５月

23日までに記載されたい旨を提案し了承された。続けて、逗子市総合計画基本構想改定及び

中期実施計画策定方針について提案。（説明省略） 

【横地委員】 

   私自身、福祉プランにも参加するのだが、「子どもが子どもらしく生きる権利」といったことは

子ども・子育て会議と福祉プランのどちらで議題にするべきか確認したい。子ども・子育て会

議の「子ども」の部分は子どもが主体と言えることなどから、個別計画・基幹計画のどちらで

意見すべきか悩んでいる。 

【事務局（島貫次長）】 

 ここではすぐに回答することができないため、後日、とりまとめて回答する。 

【前島委員】 

   事業計画を策定するうえで、市役所の目指すことと、市民のニーズの間にある差にジレンマを

感じている。妥協点を探すのではなく、両者で新しい視点・考え方を持ち、長い目で見て、より

よい市にしていこうとする意識を持って、根本の体質改善をしていく必要があると思う。自分自

身は教育が最も重要だと考えており、これを事業計画に盛り込めたらと考えている。 

 

エ その他 

      冒頭で事務局より、配布資料①（進行管理資料）の３ページについて説明した。（説明省略） 
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【事務局（村上課長）】 

令和４年４月１日時点での待機児童は 13名で、想定より少なかった。待機児童の年齢につい

ては、令和３年度は 1・2歳の割合が大きかったが、令和４年度は０歳の待機児童の割合が増

えていた。また、保留児童は 46名だった。 

【寳川議長】 

            他に何かあるか。なければ本日予定の議事は全て終了する。 

 

（3）閉会 

以上により議事を終了し、第１回逗子市子ども・子育て会議を閉会し、散会した。   

 

 

９．署名 

 

議事の経過並びに結果を明確にするためこの会議録を作成し、会長及議事録署名人は下記に署名

する。 


